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赤
城
地
区
の
日
陰
深
山
土
地

改
良
事
業
の
施
行
計
画
が
、
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
区
は
、
道
路
や
用
排

水
路
の
整
備
が
遅
れ
、
農
業
経

営
の
近
代
化
と
発
展
を
阻
害
し

て
い
る
と
と
も
に
、
農
業
集
落

の
改
善
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
た
め
、
土
地
改
良
整
備
が
望

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
22
年
の
カ
ス
リ
ー
ン
台

風
で
被
害
を
受
け
、
土
地
台
帳

の
食
い
違
い
が
見
ら
れ
る
な
ど

の
質
疑
が
な
さ
れ
、
地
権
者
と

実
測
に
よ
る
整
理
で
合
意
し
て

い
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
地
元
住
民
と
の
合
意
の

上
、
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

審
議
の
上
、
全
員
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
が
、

平
成
18
年
９
月
30
日
に
満
了
と

な
る
た
め
、
全
員
一
致
で
６
人

の
候
補
者
を
推
薦
し
ま
し
た
。

岸
　
　
輝
男
氏
（
金
井
）

岩
井
　
正
法
氏
（
半
田
）

荒
井
　
信
一
氏
（
赤
城
）

金
井
　
好
彌
氏
（
白
井
）

原
口
　
利
平
氏
（
行
幸
田
）

八
高
　
美
智
子
氏
（
中
郷
）

指
定
管
理
者
の
指
定

ユ
ー
ト
ピ
ア
赤
城
と
赤
城
の

湯
ふ
れ
あ
い
の
家
に
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
て
、
そ
の
目

的
を
効
果
的
に
達
成
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
指
定
さ
れ
る

管
理
者
は
、
ス
カ
イ
テ
ル
メ
渋

川
を
管
理
し
て
い
る
会
社
で
す
。

提
出
さ
れ
た
指
定
管
理
業
務

仕
様
書
に
具
体
的
な
事
業
計
画

書
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
質
疑
が
集
中
し
ま
し
た
。

答
弁
で
は
、
今
後
協
議
の
な
か

で
、
基
本
的
な
も
の
を
提
示
さ

せ
て
い
き
た
い
と
の
説
明
で
す
。

反
対
・
賛
成
と
も
に
討
論
が
な

さ
れ
賛
成
多
数
で
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

き
渋
川
市
と
吉
岡
町
、
榛
東
村

で
、
審
査
会
を
共
同
設
置
す
る

も
の
で
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
審
査
会
で
は
、
介
護

給
付
費
等
の
支
給
に
関
す
る
審

査
が
行
わ
れ
ま
す
。

国
民
保
護
協
議
会

こ
の
協
議
会
は
、
武
力
攻
撃

事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護

に
関
す
る
法
律
い
わ
ゆ
る
国
民

保
護
法
に
基
づ
き
協
議
会
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。

武
力
攻
撃
を
受
け
る
可
能
性

や
、
緊
急
時
に
人
権
を
守
る
計

画
が
立
案
で
き
る
か
な
ど
緊
迫

し
た
質
疑
が
さ
れ
ま
し
た
。
市

長
は
、
戦
争
が
起
こ
る
と
は
思

わ
な
い
。
万
が
一
を
考
え
て
の

こ
と
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
様
議
案
で
、
国
民
保

護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対
処
事

態
対
策
本
部
条
例
の
制
定
も
上

程
さ
れ
ま
し
た
。

と
も
に
討
論
が
な
さ
れ
賛
成

多
数
で
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
第
４
回
定
例
会
が
、
６
月
９
日
か
ら
29
日
ま
で
21
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

合
併
後
初
と
な
る
新
年
度
の
予
算
関
係
22
議
案
、
人
事
案
件
、
条
例
改
正
な
ど
27

議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
疑
を
掲
載
し
ま
す
。

株
式
会
社
し
ぶ
か
わ
温
泉

渋
川
市
半
田
３
１
２
９
番
地
１

代
表
取
締
役
社
長
　
木
暮
治
一

指
定
期
間
は
、
平
成
18
年
７
月
１

日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

639億円

土
地
改
良
事
業

人
事
案
件

指
定
管
理
者
の
指
定

自
立
支
援
審
査
会
共
同
設
置

国
民
保
護
協
議
会

ユートピア赤城

改良が待たれる日陰深山地区
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新
年
度
予
算
と
な
る
た
め
、

各
項
目
に
わ
た
り
質
疑
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
歳
入
に
つ
い
て

は
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革
に

つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を
尋
ね
、

評
価
は
で
き
な
い
が
今
後
も
改

革
は
さ
れ
る
と
の
見
通
し
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
合
併
特
例

債
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
の
借

入
は
、
６
億
１
３
２
０
万
円
で
、

防
災
対
策
や
中
学
校
校
舎
改
築

事
業
、
幼
稚
園
建
設
事
業
に
な

る
こ
と
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
北
橘
地
区
の
急

斜
面
対
策
は
、
県
に
要
望
す
る

こ
と
。
子
持
地
区
の
白
井
城
址

整
備
事
業
は
、
今
後
観
光
の
拠

点
と
な
る
こ
と
に
期
待
す
る
こ

と
。
渋
川
地
区
で
は
、
町
名
表

示
に
つ
い
て
、
平
成
18
年
度
に

組
織
を
作
り
研
究
す
る
こ
と
。

中
心
市
街
地
や
商
店
街
の
活
性

化
対
策
、
市
民
ゴ
ル
フ
場
、
ス

カ
イ
テ
ル
メ
渋
川
な
ど
の
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

小
野
上
地
区
で
は
、
公
民
館

建
設
は
、
老
朽
化
に
よ
る
こ
と
。

伊
香
保
地
区
で
は
、
係
争
中
の

裁
判
に
つ
い
て
、
今
後
必
要
に

応
じ
て
報
告
が
な
さ
れ
る
こ
と

や
新
設
の
福
祉
施
設
に
つ
い
て
、

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

赤
城
地
区
に
つ
い
て
は
、
農

業
の
取
り
組
み
支
援
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
全
市
に
わ
た
っ
て
は
、

職
員
人
件
費
、
行
政
改
革
、
新

市
総
合
計
画
、
高
齢
者
等
の
防

災
対
策
、
図
書
資
料
購
入
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業
や
消
防

に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。
反
対
・
賛
成
と

も
に
討
論
が
な
さ
れ
賛
成
多
数

で
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で

は
、
出
産
育
児
一
時
金
や
、
後

発
医
薬
品
は
医
師
と
協
議
し
て

提
供
す
る
こ
と
な
ど
の
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

病
院
事
業
会
計
で
は
、
大
学

の
医
局
の
人
事
改
定
時
期
に
伴

い
、
渋
川
総
合
病
院
に
派
遣
の

見
通
し
が
な
い
の
か
と
の
質
疑

に
対
し
て
は
、
研
修
医
の
医
局

離
れ
や
、
入
局
者
の
減
少
が
問

題
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
予
算
は
、
す
べ
て

の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

二
人
目
の
助
役
を
承
認

荒
井
道
明
氏
（
前
県
総
務
局

長
）
が
二
人
目
の
助
役
に
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

整備が進む白井城址

建て替えが待たれる旧小野上公民館

新年度予算

平成１８年度予算編成方針（抜粋）
１.人にやさしく便利で快適なまちづくり
２.美しく豊かな自然と共生するまちづくり
３.快適でやすらぎのあるまちづくり
４.健やかで温かな暮らしがあるまちづくり
５.豊かな心と個性ある伝統・文化を育むまちづくり
６.地域資源と連携による活力あるまちづくり
７.参加とふれあいで築くまちづくり
８.協働と効率化で進めるまちづくり

一
般
会
計
予
算

特
別
会
計
予
算

二
人
目
の
助
役
を
承
認


